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宇治徳総診プログラム
2026



総合診療科

あらゆる病気に対応できる総合診療科こそ、現在の社会が一番必
要とされる診療科と思われます。

広範囲な医療分野の診療を専攻して学べる診療科です。

内科研修6か月、小児科3か月、救急科3か月が必須研修となりま
すが、希望に応じて、様々な内容の研修ができます。

病院総合医志向の方も家庭医療志向の方、医療資源が限られた

離島などの診療を希望される方すべてに適切な研修を提供できま
す



六地蔵総合病院 143床

介護老人保健施設宇治徳洲苑 100床

（開設予定）
宇治田原町介護医療院 70床
診療所

臨床教育センター

緩和ケア病棟 12床

院内保育所

病児保育 特養 宇治愛の郷
L90 S10

宇治徳洲会病院 535床

第2宇治徳洲苑100床

宇治徳洲会
リハビリテーション病院 128床

（開設予定）介護老人保健施設

サ高住 巨椋の郷 90室

看護小規模多機能居宅介護10室

デイサービス定員60人
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地域包括ケアシステムの構築
高度急性期 宇治徳洲会病院
急性期・回復期 六地蔵総合病院

近江草津病院
回復期・在宅 宇治徳洲会リハビリテーション病院

宇治徳洲会在宅クリニック
慢性期 宇治田原介護医療院2027
クリニック 宇治田原町立診療所2027
訪問サービス 定期巡回随時対応型訪問介護看護

訪問看護ステーション 宇治・城陽・
六地蔵・京田辺
訪問ヘルパーステーション

施設介護 老健、特養、看護小規模多機能、サ高住
グループホーム2027



宇治徳洲会病院の特徴

京都府南部の基幹病院

病床数５３５床 高度救命センター40床 ICU18床 NICU9床

7：1病床４５０床 緩和ケア病棟12床

高度救命救急センター

重症救急の拠点
ハイブリッドＥＲ
ＥＣＭＯセンター
熱傷センター

災害拠点病院

●災害時派遣医療チーム
（ＤＭＡＴ）
●免震構造で

地域災害に対応
●中型ヘリ対応

屋上ヘリポート

地域周産期
母子医療センター

小児科、小児外科
産婦人科が連携
胎児エコー診断

がん診療連携
拠点病院

がん治療と連携の中心
外来化学療法センター
放射線治療
ダビンチＸＩ

地域医療支援病院

地域医療と連携の中心

地域の医療機関と役割分担

地域の医療人の教育拠点

ＤＰＣ特定病院群

●大学病院に準じる病院

●高難度手と重症患者を

高密度診療

●全国１５５病院

心臓センター

●カテーテル治療

●不整脈アブレーション治療

●心臓血管外科

●ステントグラフト

脳血管センター

1次脳卒中センター
開頭手術
血管内治療



総合診療科研修プログラムについて①

プログラムの名称・・・ 宇治徳洲会病院総合診療科専門研修プログラム

プログラム責任者・・・ 三木 健児（救急総合診療科・副院長）

プログラム指導医・・・ 末吉 敦／山西 正芳／竹本 隆博／齋藤 昌彦／篠塚 淳 他

研修期間・・・ ３年間

応募期間・・・ 日本専門医機構応募期間

募集定員・・・ ２名 グループで連携して10名以上の定員

研修施設・・・ 宇治徳洲会病院、グループ各施設、福山南病院、滋賀家庭医療学センター



【総合診療専門研修 I】 （診療所・中小病院等） 6ヶ月以上

合計 18ヶ月の研修を行う

【総合診療専門研修 Ⅱ】 (総合診療科・総合内科等) 6ヶ月以上

【必修 研修】 単独で内科 6 ヶ月以上、小児科 3 ヶ月以上、救急科 3 ヶ月以上

【その他の領域の研修】 研修目標の達成に必要な範囲で外科・整形外科・産婦人科・ 精神科・

皮膚科・眼科・耳鼻咽喉科などの各科計6ヶ月まで研修可能

※基幹施設と 1 つ以上の連携施設での研修を行う。

研修期間は、基幹施設は 6 ヶ月以上、連携施設は 1 箇所につき3ヶ月以上とする。

総合診療科研修プログラムについて②



必須・選択研修

基本・必須研修はありますが、やりたいことを選択して

研修できます。

病院総合医パターン 病院中心の研修

家庭医パターン クリニック、在宅クリニックなど交えた研修

離島医療パターン 喜界島、奄美大島、宮古、石垣などで多めに

広く経験派 希望に応じて対応できます。

引っ越さなくてもよいプログラムもあります。

希望者はプラス1年で内科専門医も取得できます。



専門研修プログラムについて

総合診療Ⅱ1年目

総合診療専門研修では、総合診療ⅠとⅡをそれぞれ単独で６ヶ月以上かつ合計18ヶ月以上、
内科研修を単独で６ヶ月以上、救急科、小児科それぞれ単独で３ヶ月以上の研修が必須となっている。

2年目

3年目

総合診療Ⅰ

総合診療Ⅰ(離島)

選択

小児 救急

内科



引っ越さなくてもよい研修も可能です。

家庭医パターン

宇治徳洲会病院 535床

宇治徳洲会リハビリテーション病院128床 在宅クリニック

六地蔵総合病院 143床

宇治田原町立診療所 外来

緩和ケア

皮膚科、整形外科研修

徳洲会病院のルールで離島研修3か月は必須です。



離 島 研 修 （ 南 の 島 ）



Mission 離島と都会をつなぐ医療人の育成

都会だけではだめ。離島だけでもだめ。

都会で学ぶ

離島に挑戦
足りない
能力に気づく



幅広い研修フィールド

高機能×多様性=゛総合力″
を育てる

デュアル指導医が在籍
ダブルボード研修の短縮

宇治徳総合診療科研修の特徴



「指導医の紹介」





臨床教育センター（TOKIMEQ ）

5F 講堂・会議室

4F 教育センター

3F 医局・多目的・面談室

2F 更衣室・ラウンジ

1F 『大戸屋』・緩和ケア病棟





宇治徳洲会病院のビジョン

“地域に安心し信頼される医療・介護グループへ”

3つの柱

地域を守る
急性期基幹病院
としての完成

Point 01

地域包括
ケアシステム

の構築

Point 02

医療人の教育・
育成の拠点化

Point 03

臨床教育センター“TOKIMEQ”



４階 臨床教育センター 『TOKIMEQ』

医師・看護師を始め多くの職員が学べる研修センター。

＜ビジョン＞

若手医療スタッフの育成

誰が研修に来てもスゴイと思える施設に！！



現場に根ざした“学びの場” ;TOKIMEQの各エリアと実践内容

約20m

②シミュレーションエリア

①模擬病室
＋

デブリーフィン
グ

③ハンズオントレーニング

現場に根ざした“学びの場” ;TOKIMEQの各エリアと実践内容



①模擬病室＋デブリーフィングルーム

➢ 目的：臨床の“再現”と“振り返り”による学習の構造化

➢ 臨場感のあるシナリオ学習

➢ 多角度ビデオ撮影→より客観的な振り返りが可能

➢ 振り返り用の映像教材として共有、検証が可能



②シミュレーションエリア

➢ 目的：医療技術、知識、チームワークの習得と反復

➢ スライド、映像資料を用いた座学、講義→アーカイブ化

➢ 医療、介護行為のシミュレータ研修(エコーシミュレータ等)

➢ 蘇生/内科/外傷の初期診療シミュレータ研修(BLS/ACLSなど)



③ハンズオントレーニングルーム

➢ 目的：侵襲的手技(主に専門的外科系手技)の実践と習得

➢ 主に外科系の侵襲的手技のトレーニング

➢ 腹腔鏡や、ロボット手術、カテーテル治療などのハンズオンに対応

➢ 生体試料を用いたwet laboも予定



VRシステム



専攻医

プログラムに

入ると

見学研修可能

Holmes Regional Medical Center

アメリカフロリダ州にある宇治徳洲会の友好病院です。

トラウマセンター救急20000件 ACS手術1500 整形外科5500 PCI4500 

分娩3770 NICUレベルⅡ



救急から地域、離島まで
あらゆるフィールドで力を磨く

新スタート 宇治徳総診プログラムは

「あらゆる医療の現場で活躍できる医師」を育てます。

高度救命から離島まで、幅広い経験を積みながら、自分だけの

キャリアを築いていきましょう。

病院見学、WEB面談をお待ちしています
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